
（学年）３年次，（教科・科目）理科・物理 一斉学習

（単元）波の性質

(本時のねらい)

波の性質の一つで，波の重ね合わせのについて作図をする能力を育み，合成波の波形を

作図することができる。y-t 図と y-x 図の違いを理解し，y-t 図の作図方法を身につける。

（ICT活用方法）
波の重ね合わせの原理を説明するために，電子黒板を用いて波が重なる様子のシミュレ

ーションを見せる。従来は教科書の図や板書による静止した状態の様子を提示していたが，

シミュレーションを活用することにより，スロー再生や，繰り返し視聴が可能なため，簡

単に視覚的にイメージさせることができる。

板書による説明を行う際，図を書く時間を費やすため，説明までに時間がかかるが，グ

ラフをスライドにして画面上に書き込みながら説明することにより，丁寧に時間をかけて

説明することができる。個人にデジタルデータでワークシートを配付することで，学習状

況を教師画面から確認でき，書き込み機能でヒントを示すことができる。教師用画面を生

徒各自の１人１台端末に共有させることで，説明画面を適切な大きさに拡大して見ること

ができる。

(本時の展開)

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 備考

導入 ・本時の学習内 ・前時の復習と

５分 容を確認する。 本時の学習内

容を示す。

・波の重ね合わ ・電子黒板で視 ・電子黒板にシミュレーション

せの原理の説 覚的にイメー による波の重ね合わせの様子

明を聞く。 ジさせる。 を投影し，スロー再生や繰り

返し再生し，丁寧に説明する。

・ 合成 波 の y-t ・各自で考えた ・問題は，授業支援クラウドア 配付された

展開 図の作図方法 後，隣の生徒 プリで配付し，進捗状況を画 プリントデ

４０分 について考え 同士で意見交 面で確認する。 ータは，適

る。隣同士で 換させ，教師 ・教師用の画面を共有し，書き 宜拡大する

解法について 用画面を共有 込みながら説明する。 こ と が で

意見交換する。 し，ヒントを ・生徒の解答を画面共有し，考 き，正確に

示したり，y-t え方を共有する。 記入するこ

図の作図方法 ・拡大機能を利用し，部分的に と が で き

を説明する。 詳細な説明を加える。 る。

20503 物理_1_301一斉_波の性質



まとめ ・本時の内容を ・次時の内容の

５分 確認する。 確認をする。

(授業の様子)

写真 1：１人１台端末活用の様子 写真 2：電子黒板による解説

授業で使用したワークシート

問題と問１，問２

(生徒の反応と課題，改善を要する点)

生徒は，１人１台端末を積極的に利用し，活発な意見発表を行った。プリントを配付す

る手間や，作図時間の短縮による問題に取り組む時間の確保や，グループワークをする時

間が増えたと考えられる。画面共有をすることができるので，黒板が見えにくい等の問題

を解決することができる。シミュレーションを効果的に視聴させることができ，簡単に生
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徒の視覚的イメージを構築することができた。

今後の展望として，毎時間活用できるようなコンテンツを開発し，活用していきたい。
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